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2005年から 2011年の間に OLTの診断で鏡視下骨髄刺激法を施行した 50例（平
均年齢 36.0歳、女性 30例、男性 20例）を対象とした。平均経過観察期間は 35.5
ヶ月でであった。臨床評価は日本足の外科学会足関節後足部判定基準（JSSF 
score）を用いた。80 点以上を satisfactory、80 点未満を unsatisfactory とした。
MRI 画像から長径、横径、深さを計測した。病変の面積は横径×長径×πによ





は 88％で Unsatisfactoryは 12％であった。病変の深さと患者の年齢は術後 JSSF 































 研究対象の包含基準は、2005 年から 2011 年の間に OLT の診断で鏡視下骨髄刺激法を施行した
症例の中から３か月以上の保存的治療歴や６ヵ月以上の術後経過観察期間があるなどであり、除外
基準は足関節への手術歴や広範な変形性関節症などであった。恣意的な症例の選択はなかった。Ｍ
ＲＩ画像からの病変部位の算出は PACS(picture achieving and communication system)を用い、統




る Knee Surg Sports Traumatol Arthroscに掲載されている。 
 
５．主な質疑応答 















Ｑ：鏡視下骨髄刺激法を行うと OLT 病変部はどうなるのか？ 
Ａ：鏡視下骨髄刺激法後の OLT病変部は線維軟骨により被覆され、修復する。十分に修復される
ためには術後のリハビリが大切である。  
 
以上の内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確さ、及び質疑応答の結果を踏まえ、
審査員で討議の結果、本論文は学位に値すると評価された。 
 
